








要約:仙台市が行った保健・医療・福祉施策の包括化とその総合的推進のための組織改正

のうち、保健所と福祉事務所の統合についてその有用性を分析し、メリットとして、(1).

人員の有効活用、(2).保健・福祉間の理解の推進、(3). 児童虐待対策の改善、の 3点を、

デメリットとして、(1). 利用者の混乱、(2). 保健婦の負担の増加、(3). 職種間の連携

の難しさ、の 3点を取り出し考察した。


